
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究の背景と目的 

近年，都市の市街地部で深刻化しつつあるヒートアイランド現

象の緩和策として，地表面被覆状態の改善策として建物の屋上や

壁面の緑化の推進が国の政策に位置付けられている 1)。一方で，

小・中学校や市町村等の公的施設を中心として，ツルレイシ

（Momordica charantia L. var. pavel Crantz）等のつる性植物を

ネット等で誘引し，夏季の日射遮蔽による暑熱緩和を図る「グリ

ーンカーテン」が普及しつつある。なお、「グリーンカーテン」は、

「緑のカーテン 2), 3)」や「植栽スクリーン 4)」などと称される場合

も見られるが、本稿では「グリーンカーテン」に用語を統一する。

特に，2011年3月11日の東日本大震災と福島第一原子力発電所

の事故による影響から，国民の節電意識が高まり，一般住宅にお

いてもグリーンカーテンの普及が広がりを見せている。 
グリーンカーテンの設置によって，屋内の温熱環境改善効果を

検証した既往研究としては，福田ら 5) は，横浜市内の小学校や保

育園等 69 箇所に設置されたグリーンカーテンについて，表面温

度や室内気温の観測によってその効果を確認している。また，成

田 6) は，小学校の校舎に設置されたグリーンカーテンによる教室 

の温熱環境改善効果について実測し，グリーンカーテンは教室の

放射環境の改善に寄与している一方で，通風阻害というマイナス

面があること，温熱環境指標 SET*による評価結果から放射温度

による体感温度の低下は通風阻害による上昇量の2倍程度である

こと，照度の低下は1/3程度となることを明らかにした。同じく，

成田ら 7) は，グリーンカーテンの葉群層から各々約 30 cm 離れ

た表面と裏面の気温を比較した結果，有意な温度差は認められず，

葉群層を通過した空気が冷却されているという証拠は得られなか

ったとしている。高山ら 8) は，一般住宅をモデルとして西側壁面

に蔓性植物を使った登攀型のグリーンカーテンを設置した場合に

おけるガラス窓日射熱負荷軽減量を算定することを目的として，

地表面全天日射量に基づく窓面の透過日射熱負荷算定モデルにつ

いて検討を行い，窓面の透過日射熱負荷の積算値は概ね観測によ

る実測値と一致し，モデルの有効性を示した。加藤ら 2) は，集合

住宅を利用して，グリーンカーテンの設置量の違いと簾との比較

により，グリーンカーテンは簾よりも大きな室温低下傾向がある

ことを確認するとともに，グリーンカーテンの節電効果を算定し，

窓の開放時においては通風性と日射遮蔽性を併せ持つグリーンカ

ーテンの体感温度での有利性を指摘している。軸丸ら 9) は，グリ

ーンカーテンがある場合とない場合の教室内温度の測定を行った

結果，室内温度はグリーンカーテンがある場合はない場合に比べ

て1～2 ℃，外気温に対しては4～5 ℃低くなっていることを報告

している。一方で，最近ではベランダの手摺部に予めグリーンカ

ーテンを設置するためのフックやプランター受け等の設備が整備

されたマンション 10) も見られるようになってきた。今後，都市市

街地部でのマンション等の集合住宅において，身近に緑に触れあ

える空間としてバルコニー部にグリーンカーテンを普及させるこ

とにより，都市部の立面緑化の推進にも寄与することが期待でき

る。鈴木ら 11) は，MRT(平均放射温度)や WBGT(湿球黒球温度)
の指標をもとにグリーンカーテンによるバルコニー部での効果を

評価し，MRTで約40%低減したことを報告するとともに，WBGT
では日中ピーク時で 0.7～1.3 ℃の低減を確認している。同じく

鈴木ら 3) は，バルコニー部におけるグリーンカーテンの影響を

SET*(新標準有効温度)や PMV(予測平均温冷感申告)によって評

価した結果，SET＊では日中ピーク時で約 2 ℃の低減を報告して

いる。 
グリーンカーテンの温熱環境改善効果は，日射量の軽減による

ところが大きく，そのメカニズムについて梅干野ら 12) は，ベラン

ダにつる植物(ヘチマ: Luffa cylindrica (L.) Roem)を用いた被覆

を行い，夏季の日射透過特性と表面温度を計測することで，建築

物内部への日射遮蔽効果として室温の上昇を抑制する効果を検証

している。同じく，梅干野ら 4) は，ヘチマとアサガオ(Ipomoea nil 
(L.) Roch)を用いた植栽スクリーンを製作し，グリーンカーテンの

日射透過特性と表面温度分布について計測した結果，いずれの植

表面温度と日射量から見たグリーンカーテンの温熱環境改善効果 
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物も葉の表側の表面温度は日射量との相関が強く，日射量

300kcal/㎡h前後では表面温度は気温とほぼ等しく，日射量がそ

れ以下では気温より低く，日射量がそれ以上では表面温度が気温

よりも2～3℃上昇することを報告している。しかしながら，これ

らの実験は普通ガラスを用いたものである。 
そこで，本研究は，省エネ効果が高いとされる熱線反射ガラス

が使用された大学構内の教育棟バルコニー部を対象として，グリ

ーンカーテンを設置した場合と設置しない場合の日射量の違いと

表面温度の違いについて計測による比較を行い，グリーンカーテ

ンの設置による夏季の真夏日での温熱環境改善効果について検証

し,評価することを目的とした。 
 
２．研究の方法 
（１）計測器の設置状況 

千葉県東金市内にある大学キャンパス内の教育棟の 1 階及び 2
階に位置する2教室は同じ場所の上下階の位置関係にあり，建物

は南南東向きで，西側は室外，南側がバルコニー，東側が廊下に

接していた。教室の大きさは，縦8.7 m, 横8.3 m, 高さ3.0mで

あった。窓面は，横幅8.3 mのうち，5.0 mがガラス窓となって

おり，床面から天井面までの全面がガラス面で，使用されたガラ

ス板は厚さ 8mm の熱線反射ガラスである。1 階バルコニー部は

前庭の地上部から1.2 mの高さであった。同じ方位と広さ・形状

を有する 2 教室のバルコニー部を計測対象として，1 階バルコニ

ー部にはツルレイシの苗を 2 株ずつ定植したプランター6 基を

2013 年 7 月 5 日に設置した。実験計測時には，教室内の空調は

作動させず，照明も落とし，窓面は全て閉じた状態で計測した。 
グリーンカーテンに使用したツルレイシの苗は，縦17～25 cm, 

横66～75 cm，深さ25 cmのプランター6基に，市販の園芸用土

をそれぞれ約20 Lを入れて，6月20日に苗を定植し，直達日射

を避けて大学構内の実習棟の屋根つきの屋外で養生を行った。苗

は大学近隣のホームセンターで入手した5号ポットの苗を使用し

た。植物への灌水は，用土の地表面および植物からの蒸発散量に

影響を与えるため，毎日各プランターに 6 時と 18 時の 2 回 2L
ずつを養生期中は手やりにて行い，計測場所への移動後は各プラ

ンター毎にゴム製のチューブを配置して，手やりと同様に6時と

18時の2回2Lずつ自動灌水を行った。計測時のグリーンカーテ

ンの被覆状態は写真－1 に示す通りで，被覆率は 96.5 ％，葉面

積指数(LAI)は加藤 13)の方法により算出し，1.1であった。計測器

の設置状況は，写真－2 と写真－3 に示すとおりで，使用した計

測器は表－１に示すとおりである。 
（２）計測方法 

屋外の一般気象状況を把握するため，計測に使用した教育 
棟南側の前庭に，図－1，図－2 に示すように温・湿度計，日射 
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日射計

温・湿度計
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照度計

3.0m

廊下屋外

 
図－1 計測機器設置図（平面図) 

図―２ 計測機器設置 (断面図) 

１階部分

２階部分

 
写真－1 グリーンカーテンの被覆状況（8月8日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－2 気象条件の測定機器設置状況 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－3 2階バルコニー部の計測器設置状況 

計を地面から1.5 mの位置に，風向・風速計を2.0 mの位置に設

置した。日射計の計測面は，地面と平行にして上に向けて設置し

た。長短波放射計は計測面をバルコニー床面に垂直方向にして窓

ガラス面から30cm程離し，床面から1.5mの高さにガラス面と

平行となるように設置した。ここで，グリーンカーテン面が太陽

からの日射を直接受ける側を「表側」，バルコニーとガラス面側を

「裏側」と称する。温・湿度計は，1階と2階のバルコニー内に

グリーンカーテン面と屋外の手摺部にほぼ平行に並列させ、床面

からは1.5mの位置に設置した。さらに、グリーンカーテンの表

側には日射計をグリーンカーテンから約50cm離して，計測面を

バルコニー床面に垂直方向にして，グリーンカ－テン面とは平行

となるように表側を向けて設置した。 
 
３．結果と考察 
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表－1 計測機器等一覧表 
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図－3 気温・湿度の経時変化 
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図－4  風向・風速の経時変化 

 
（１）気象条件と解析対象日 
計測を行った大学構内の気象条件として，気温と湿度，風向と

風速を計測した。図－3は気温と湿度，図－4は風速と風向につ

いて，8月4日から8月17日までの14日間の経時変化を示した

ものである。図－3より，気温について，最高気温は8月11日の

11時に34.1 ℃，最低気温は8月4日の5時に23.1 ℃を記録した。 
14日間の平均気温は28.0 ℃であった。湿度について，最高値は

8月7日の7時に96.4 ％，最低値は8月7日の14時に57.2 ％
を記録し，14 日間の平均湿度は80.5 ％であった。図－4 より，

風速について，最大風速は8 月4 日の14 時に3.5 m/s を記録し

た。14日間の平均風速は0.9 m/sであった。風向については，230
～250 deg (南西から西南西の風)が優勢であったが，深夜0時か

ら翌朝8時にかけて南東から北東の風まで変動が見られた。以下

に，最高気温が連続して30℃以上の「真夏日」を記録した8月8
日～10日までの3日間を選定して，解析を行った。 
（２）カーテン表裏の日射量比較 
日射量について，グリーンカーテンの表側では太陽からの直射

日射と周囲からの散乱日射を受ける。グリーンカーテンの効果と 
として，壁面外壁や窓面が受ける日射量を遮ることで，外壁面の

温度上昇を抑制する効果が指摘できる。入射日射量Ｓ1(W/㎡)はグ

リーンカーテンにより遮蔽されるため，グリーンカーテンを透過

した日射量Ｓ2  (W/㎡)はＳ1より小さな数値になる。図－5は，グ

リーンカーテンの表側の入射日射量Ｓ1 (W/㎡)と裏側でグリーン

カーテンを透過した日射量Ｓ2  (W/㎡)について 8 月 8 日から 10
日までの3日間の経時変化をグラフで示したものである。各計測

日の最大値を示したピーク時の数値で比較すると，8月8日は11
時の時点で最大値を示し，表側では452.0 W/㎡を示したのに対し

て，裏側では 75.8 W/㎡と低減している。同様に，8 月9 日では

12時にピークとなり，表側で458.2 W/㎡，裏側で101.0 W/㎡を

示した。8月10日では，12時にピークとなり，表側で464.2 W/
㎡，裏側で108.2 W/㎡を示した。これより，日射透過率をαc と
すると， 

αc ＝ Ｓ2 /Ｓ1 

ここで，Ｓ1↓: グリーンカーテン表側入射日射量 (W/㎡) , Ｓ2↑: 
グリーンカーテン裏側透過日射量 (W/㎡)  
  図－6は，グリーンカーテンの表側の入射日射量Ｓ1 (W/㎡)とカ

ーテン裏側のベランダにおける透過日射量Ｓ2 (W/㎡)との関係を

示したものである。両者は強い正の相関 (R2=0.94)を示し，回帰

直線の傾きより日射透過率 (αc)は0.17となり，グリーンカーテン

表側から入射した日射量は80％以上が削減され，透過した日射量

はグリーンカーテンの表側から入射した日射量の 20％以下に低

減されていた。 
（３）熱線反射ガラスの特性 
今回、計測に使用した熱線反射ガラスは厚さ8mmの旭硝子社製 

 

計測項目 

 

計測器 

 

メーカー名 

 

型番 

 

数量 

設置場所 

1階 

バルコニー 

2階 

バルコニー 

前庭 

気温・湿度 小型温湿度センサー（3 mｹｰﾌﾞﾙ付

/0-1v） 

VaiＳala HMP-60HT-03C 3基 ● ● ● 

風速・風向 セパレート風向風速センサー R.M.YOUNG CYG-3002 1基   ● 

風速・風向 2成分超音波風速計 R.M.YOUNG CYG-85000-JK 3基 ●2基 ●1基  

短波日射量 日射計（claＳＳ 2) HukＳeflux CHF-LP02-c-JK 2基 ●  ● 

長短波放射量 長短波放射計 HukＳeflux CHF-NR01 2基 ● ●  

表面温度 インフレックサーモグラフィー NEC AVIO R300 1台 ● ●  

計測記録 マイクロロガー Campbell C-CR1000-4M 2基 ●(室内) ●(室内)  

灌水装置 灌水コンピューター (株)カクダイ社製 502-302 1基     
●   
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図－5  グリーンカーテン表側と裏側の日射量の経時変化 
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表―2  熱反射ガラスと普通ガラスとの性能比較 14) 

 
のサンルックTs30である。この熱線反射ガラスは、板ガラスの表

面に極薄の金属膜をコーティングしたもので、日射を反射し日射

の室内流入を遮り，窓際の局部的な昇温やまぶしさを和らげ，冷 
房負荷を低減し，省エネ効果が期待され，近年は高層ビルなどに 

も普及が進んでいる。表―２は、今回使用されている熱線反射ガ

ラスと透明の板ガラスとの光学的性能と熱的特性を比較したもの 

である。これより,「光学的性能」として，熱線反射ガラスでは同

等の厚さを有する透明のフロート板ガラスと比較し，日射の「反

射率」では約 2 倍,「透過率」では約 3 割,「吸収率」では 5 倍以

上を示し，日射の反射率と吸収率が高くなっている。また「熱的

性能」では「遮蔽係数」と「日射熱取得率」が約 1/2 の低い値と

なっており，遮熱性が高くなっている。 
（４）表面温度の算出と比較 
表面温度Tsrは，計測した長波放射量よりステファン・ボルツ

マンの法則式 15)から式(1)を導出して，算出することができる。長

波放射量は，長短波放射計で計測した計測値を用いたが，長短波

放射計は計測面から30cmほどの直近に設置したため，鈴木ら 16)

の方法を参考として計測値は計測壁面からの放射量とみなし，形

態係数による補正は行わなかった。また、赤外線放射量のすべて

を補足できてはいないが、計測した長波放射量と同等とみなした。

ここで、緑化面の放射率は，鈴木らの先行研究 16)を参考として同

じつる性植物の0.98を使用した。一方，熱線反射ガラス面の放射

率は、表－２より、0.89を使用した。 
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図－7 グリーンカーテン裏面とガラス面の表面温度経時変化 
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写真－4 サーモカメラによる表面温度の推移 (8月8日) 

  
ここで，L↑：上向き長波放射量(W/m2), ε：放射率, σ：ステファ

ン－ボルツマン定数σ ＝ 5.67*10-8 [J/Ｓ/m2/K4] 
図－7は，グリーンカーテンの裏側の葉面温度と1階と2階の 

ガラス面の表面温度を上式により算出し，経時変化を示したもの 
である。これより，8月8日ではピークとなった11時の時点で， 
2階ガラス面(グリーンカーテンなしの場合)が44.3 ℃に対して，

1階ガラス面(カーテンありの場合)は40.9 ℃で3.7℃低減し，グ

リーンカーテン裏面では33.1℃と11.2℃も低減していた。8月9

日ではピークとなった10時の時点で，2階ガラス面で45.1 ℃に

区分 品名 呼び

厚さ

mm 

光学的性能(日射)％ 熱的性能 

反射

率 

透過率 吸収

率 

遮蔽係

数 

日射熱

取得率

放射

率

高遮蔽

性能熱

線反射

ガラス 

サンルッ

クスTS30 

8 14.7 23.5 61.8 0.48 0.43 0.89 

普通ガ

ラス 

フロート

板ガラス 

8 7.2 81.5 11.3 0.97 0.85 0.89 
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対して，1階ガラス面は41.2 ℃と3.9 ℃低減し，グリーンカー

テン裏面では33.6℃と11.5℃低減していた。8月10日では，ピ

ークとなった10時の時点で，2階ガラス面で46.7 ℃に対して，1

階ガラス面は42.2 ℃と4.5 ℃低減し，グリーンカーテン裏面で

は34.5 ℃と12.2℃も低減していた。 

一方，最低時についてみると、1 階と2階のガラス面ではほと

んど差異は見られず、8月8日では5時の時点で，33.0 ℃を示し

たのに対して、グリーンカーテン裏面では25.5 ℃と7.5 ℃低減

していた。8月9日では6時の時点で，ガラス面で35.2 ℃を示し

たのに対して、グリーンカーテン裏面では27.0 ℃と8.2 ℃低減

していた。8月10日では5時の時点で，ガラ仮面で35.6 ℃を示

したのに対して、グリーンカーテン裏面では27.5 ℃と8.1 ℃低

減していた。これより，グリーンカーテン裏面の表面温度は、2
階ガラス面の表面温度よりもピーク時には10℃以上、最低時にお

いても8℃以上の低減が見られた。写真－４は同じく8月8日の

グリーンカーテンとガラス面の表面温度をサーモカメラで定時に

撮影したものである。「サーモカメラは，画角内の全ての面にお

ける表面温度を把握することができるため，対策場所の検討など

には有効である。ただし，画角が狭いことが欠点である。17)」と

されている。写真－4 より，10 時の時点では，2 階のガラス面 a
点では37.5℃を示しているが，1階のグリーンカーテン表面では

直達日射を受けて35.1℃を示した。2階のガラス面は,熱線反射ガ

ラスが使用されていることから，対向の建物からの長波放射を反

射しており，表面温度の数値もガラス面の温度をそのまま表示し

たものではない。 
一方，グリーンカーテンの表面温度は，計測器を設置した位置

に当たるb点では，35.1℃を示した。12時の時点で，カーテンの

表面温度は32.2℃に下がったが，これは図－5より同時刻におい

て雲の影響等により日射量が低減したことによると推察される。

14 時の時点では再び上昇し，グリーンカーテン表面の b 点では

33.5℃を示した。これを図－7と比較すると，8月8日10時の時

点で，2 階のガラス面では図－7 が 37.2℃に対して，写真－4 が

37.5℃とほとんど差はないが，グリーンカーテンの葉面では図－

７が 33.8℃に対して，写真－4 では 35.1℃と 1.3℃の差異が生じ

ている。これは，写真－4 がサーモカメラ画像内の定点での温度

を示し，面全体の表面温度でないこと，図－7 がグリーンカーテ

ン裏面の葉面温度であることによるものと考えられる。 
（４）屋内外の気温比較  
図－8 は，グリーンカーテンありの場合となしの場合，屋内気

温の経時変化を示したもの。8 月 8 日ではなしの場合，ピーク時

の11時に31.4℃に対して，ありの場合では29.3℃であり，温度

差は2.1℃であった。8月9日ではなしの場合，ピーク時の13時

に32.2℃に対して，ありの場合では30.9℃であり，温度差は1.3℃
であった。8月10日ではなしの場合，ピーク時の14時に33.3℃
に対して，ありの場合では 31.9℃であり，温度差は 1.4℃であっ

た。これより，グリーンカーテンの設置によりピーク時には 1.3
～2.1℃の室内気温の低減が見られた。最低気温については，いず

れの日も6時頃となり，両者の間にはほとんど気温の差は見られ

なかった。図－9 は，グリーンカーテンありの場合となしの場合

のバルコニー部での屋外気温の経時変化を示したもの。いずれの

日もピーク時には両者の間にほとんど差異は見られなかった。 
最低時についてみると，8月8日では5時の時点で，なしの場

合の 24.5 ℃に対して，ありの場合では 23.8℃であり，温度差は

0.7℃であった。8 月 9 日では，6 時の時点で，なしの場合の 13
時に 26.0℃に対して，ありの場合では 25.5℃であり，温度差は

0.5℃であった。8月10日では，5時の時点で，なしの場合の26.6℃ 
に対して，ありの場合では 25.9℃であり，温度差は 0.7℃であっ

た。これより，グリーンカーテンの設置により，バルコニー部の 
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図－8   屋内気温比較 
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図－9   屋外気温比較 
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図－10 照度の比較 

 
屋外気温は最低時には0.5～0.7℃と1℃未満であるが，わずかに 
低減が見られた。 
（５）照度の比較 
屋内の照度について，グリーンカーテンの有無による違いを比 

較する。図－10より，8月8日ではグリーンカーテンなしの場 
合，照度のピークは9時で1,567Lxを示したのに対して，グリー 
ンカーテンありの場合には，479Lxを示した。同様に，8月9日 
ではグリーンカーテンなしの場合，照度のピークは10時で1,637 
xを示したのに対して，グリーンカーテンありの場合には497Lx 
を示した。8月10日ではグリーンカーテンなしの場合，照度のピ

ークは11時で1,805Lxを示したのに対して，グリーンカーテン

ありの場合には，516Lxを示した。これより，グリーンカーテン

を設置した場合には，なしの場合と比較して入射日射量をグリー

ンカーテンが遮蔽することにより，照度が1/3以下に低減してい

た。この結果は、成田らが行った研究結果と概ね符合している。  
JISの照度基準 18)によると，1,500Lxは，屋内証明では工場で

の精密機械，電子部品の製造等の極めて細かい視作業を行う場合

の照度である。また，学校の学習環境では，300Lxは教室での維

持照度とされており，図－10より日中の8時から15時の時間帯

ではグリーンカーテンの設置により照度が低下しても教室での維

持照度は確保されていた。 
 

４．考察 
本研究では，一般住宅レベルに普及が進みつつあるグリーンカ
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ーテンを取り上げ，今後，マンション等のバルコニー部での普及

を図ることにより，市街地部において一体的かつ総合的な都市の

緑化対策が推進されることで都市の暑熱環境改善に期待できるこ

とから，入射日射量と表面温度に着目してグリーンカーテンの設

置による夏季の真夏日での温熱環境改善効果を検証した。入射日

射量については，グリーンカーテンを設置することにより，緑被

率 95％の下で入射日射量はグリーンカーテン透過後は入射日射

量の約80％以上が削減されていた。梅干野ら 2)によれば，ヘチマ

を用いたベランダ植栽の日射遮蔽効果に関する分析において，葉

の被覆率が 60％の場合に日射量は 70％程度遮蔽されたことが報

告されている。今回の結果では，ツルレイシの被覆率が95％と高

いため，日射量の削減率もより高い数値を示したと考えられる。  
入射日射量の抑制に伴う屋内照度の変化を比較したところ，グ

リーンカーテンの設置により教室の中央部では照度が 1/3 に低減

し，この結果は成田ら 7)の先行研究の結果と概ね整合した結果と

なった。鈴木らの報告 11)と比較すると，照度の値が大幅に低減し

ているが，これは鈴木らの計測場所が窓際であり，直射日射の影

響を受けた照度であるが，本計測では，教室のほぼ中央部での照

度であることによるものである。グリーンカーテン設置後の教室

屋内の照度は，日中の大半の時間帯で，JISの照度基準 18)の維持

照度である300Lxは維持されていたため，グリーンカーテンによ

り日射が遮蔽されても，教室での日中の学習上は支障が生じない

程度の照度は確保されていた。 
表面温度については，グリーンカーテンの葉面と熱線反射ガラ

スの表面温度について，計測した長波放射量から「ステファン・

ボルツマンの法則式 15)」に基づき，算出を行うとともにサーモグ

ラフィーによる熱画像と比較を行った。この結果，ピーク時には

グリーンカーテン裏面の葉面温度とグリーンカーテンを設置しな

い2階ガラス面の表面温度とは10℃以上の差が見られ、またグリ

ーンカーテンの設置によりガラス面の表面温度も 4℃前後低減し

ていた。一方，最低温度時にはガラス面ではグリーンカーテンの

設置の有無による差異は見られなかったが、グリーンカーテン裏

の表面温度は8℃以上ガラス面の表面温度を下回っていた。今回，

表面温度を(1)式により導出していることから，ガラス面とグリー

ンカーテン裏の表面温度の差は、ピーク時における長波放射量の

差と植物面とガラス面の放射率の違いにより顕在化したものと考

えられる。今後、素材特性の違いによるヒートアイランド現象緩

和の物理的なメカニズムの検証が課題と考えられる。表面温度が

低減することにより，屋内気温についてはピーク時に1～2℃の低

減が認められ，最低時においては両者の間にほとんど差異は見ら

れなかった。鈴木らの実験結果 11)によると，普通ガラス面で教室

を締め切った条件下ではピーク時に約 4℃の室温の低下を計測し

ており，熱反射ガラスにより温度差は縮減するが，グリーンカー

テンとの併用による室温の低下は確認することができた。グリー

ンカーテンの設置により入射日射量が抑制され，ガラス面および

周辺部の表面温度の低減が図られることで，野島ら 19)報告してい

るように，屋内側への熱流量が抑制され，屋内気温の低減が図ら

れることとなる。以上のことから，日射反射率と遮熱効果の高い

熱線反射ガラスを用いられた場合でも，グリーンカーテンと併用

することで，屋内側への熱負荷をさらに高める効果を期待できる。 
 
５．まとめ 
本研究では，グリーンカーテンの有無による室外バルコニー部

での日射量と表面温度の相違に着目して，大学構内の方位と階数，

教室内の規模がほぼ同一の教室を対象として実証実験を行い，夏

季の真夏日での温熱環境の違いを評価する目的で解析を行った。 
解析の結果得られた主な知見は，以下のとおりである。 

１）入射日射量について，グリーンカーテンによる日射透過率は

0.17を示し，グリーンカーテンの裏側では表側と比して約80％ 
以上の低減が見られ，両者の間には強い正の相関が認められた。

２）表面温度について，グリーンカーテンの裏側の葉面と熱線反

射ガラスの表面温度を比較した結果，グリーンカーテン裏側での

葉温度とグリーンカーテンを設置しない熱線反射ガラス表面との

間では，ピーク時には10℃以上の差異がみられた。ガラス面の表

面温度では，グリーンカーテンありの場合にはなしの場合に比し

てピーク時に3～4℃低減し，最低時は差異が見られなかった。グ

リーンカーテンの設置によるガラス面および周辺外壁の表面温度

の低減により，教室内の気温はピーク時に1～2℃低減していた。 
３）グリーンカーテンの設置に伴う日射量の低減により，グリー

ンカーテンありの場合はなしの場合に比して教室内での照度は約

1/3に低減していた。 
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